
おおわわりりにに  

  

本調査は 2019 年 3 月から始まり、100 人目となる 2025 年 1 月ま

での間、一人ひとりとじっくりと向き合い、オンラインも含め、ライフストー

リーを語っていただいた。調査にあたっては、練習場所、勤務場所、キャ

ンパスライフを送る場所、生活圏に近い会議室などを訪問することで、背

景となる生活も含む雰囲気を把握することができた。生活の中にスポー

ツがどのように取り込まれていったのかを言語化するために、時には過

去の嫌な思い出に触れることもあったが、私どもの問いかけに丁寧に耳

を傾け、素直な言葉で語ってくださったことに、この場をお借りして感謝

の意を表したい。 

さて、本調査期間中に２つの東京大会開催決定・実施があった。それ

は、パラリンピックとデフリンピックである。パラスポーツやデフスポーツに

かかわる国際大会の開催決定は、第６章にも記載があるように、選手強

化をはじめとする支援体制、大会開催に向けた国の施策に大きな影響を

与え、障害者のスポーツ環境を劇的に変化させた。さらに、スポーツ基本

法と第３期スポーツ基本計画には障害者のスポーツを推進するための文

言や数値目標も掲げられた。東京開催決定前のスポーツ環境を知る立

場からすれば画期的であり、調査対象者の語りとしてもリアルに示されて

いる。これらの変化が大会終了とともに収束するのではなく、その影響が

国内に浸透していくことが必要である。 

スポーツは、トップアスリートだけのものではなく、グラスルーツレベル

から幅広く人々の生活に位置付けられるものである。そのために何が必

要か、今回の調査対象となった皆さまから貴重な道標をいただいた。そ

れは、できることに目を向けて創意工夫を重ねるというチャレンジマイン

ドである。この考え方は「その人にあったスポーツ（アダプテッド・フィジカ

ルアクティビティ、アダプテッド・スポーツ）」と一致する。しかし、スポーツ

のメリットを享受できていない多くの障害のある人が存在することを忘れ

てはいけない。加えて、本調査では知的障害や精神障害のある人を対象

としたインタビューには着手できていないことから、それらを踏まえた上

で今回得られた知見を基に、どの時期にどのような経験や支援があれば

スポーツを日常生活に取り込むことができるのかについて、立場の異な

る人々が一緒に考え、それぞれの視点で実践できることを行動に移して

いく、そのような社会になることを願っている。 

本調査にあたり、インタビューに応じてくださった皆さま、事務局として

ご支援いただいたヤマハ発動機スポーツ振興財団の皆さまに改めて感

謝を申し上げます。 

 

  （齊藤まゆみ） 
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附録 

キャリア調査インタビュー一覧 

 
※本文中の「識別番号」は、一覧の「通し番号」「識別記号」の 

番号と同じ調査対象者である 
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